

１　学年・単元名　　第６学年　宮沢賢治が創り出す世界を味わおう
『やまなし』（読むこと）
２　単元目標
　　　・自ら読み取ったことや考えたことを意欲的に周囲と交流しようとする。
（関心・意慾・態度）
　　　・複数の読みの観点から、作品を読み深めることができる。　　（読むこと・ウ）
　　・場面を比べたり、資料を読んだりすることで、作品の特徴や作者の思いを捉え、自分の考えを広げたり深めたりすることができる。　　　　（読むこと・イオ）
　　　・作品の中で使われている表現を味わい、語感や言葉の使い方に関心をもつことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国語の特質に関する事項）
３　本時の目標
　　　・かにの兄弟にとっての「五月」と「十二月」の世界を対比しながら、かわせみが恐怖を与える「五月」ではなく、やまなしが喜びを与えてくれる「十二月」が題名となっていることを明らかにしていく。
４　本時の展開

	学習活動
	指導上の留意点
太字：つまずきに対する手立て

	１　これまでの振り返りをする。

　　・かにの兄弟にとってのそれぞれの川底の世界を確認する。

２　本時のめあての確認をする。


（１）個々にワークシートに考えをまとめていく。
　　・季節の変化　　・谷川の底の様子

　　・かにの兄弟の様子
　　・事件の前後　　・やって来たもの

（２）対比したことをグループ内で伝え合う。その後、全体交流する。
３　題名が「やまなし」である理由について、自分の考えをまとめる。

　　・十二月は、かにたちにとって喜びのある世界だから。
　　・宮沢賢治は、自然が与えてくれる恵みや楽しさを選んだのだろう。
・かにたちに恐怖を与える世界ではなくて、やさしさのある世界がいいのだと思う。


	○五月のワークシートと十二月のワークシートを見て、振り返りができるようにする。
○【人物の行動変化】【情景】など、どのような観点で対比すればよいかを確かめておく。

○意見交流の際には、対比したものとそのことからどんな違いが生まれているのかを話させるようにする。
○ある観点で見られたことが、別の観点でも見られないか注目させる。
○対比したことを意識しながら、宮沢賢治が十二月の世界の「やまなし」を題名に選んだ理由を考えさせるようにする。また、その際には、なぜ五月の世界も描かれているのかを合わせて考えさせたい。



児童に見られるつまずき


　複数の観点から作品を読み深め、自分の考えをまとめることができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　作品を読み深めるために大切な観点を確認することで、複数の観点を対比させながら読みを深めたり、自分の考えをまとめたりできるようにする





指導事例集ｐ．９７





ワークシート④⑤使用





五月と十二月を対比しながら、題名が「やまなし」である理由を考えよう





ワークシート⑥使用





ワークシート⑥使用









